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本
市
の
住
宅
事
情
は
、
三
十
八
年
の
住
宅
統
計
調
査
に
よ
る
と
一
世
帯
当
り
の
室

．
数
や
畳
数
は
、
県
内
各
市
や
各
郡
の
う
ち
最
低
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
三
十
五
年
と
四
十
年
置
国
勢
調
査
結
果
を
比
較
し
ま
す
と
、
間
借
り
世

帯
が
約
二
百
世
帯
減
っ
て
、
借
家
が
千
余
世
帯
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
住
宅
不

足
世
帯
は
漸
時
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
ど
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
住
宅
の
現
況
や
本
年
度
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
嵐
す

本
市
の
住
宅
状
況
　
　
蛾
蝿
薩
薮
断
乳
姻
酔

　
本
市
の
住
宅
状
況
は
、
四
十
年
の
国
　
　
　
一
世
帯
で
二
十
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と

勢
調
査
に
よ
る
と
、
持
家
が
六
千
五
百
、
　
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
は
給
与
住

　
宅
が
六
百
八
世
帯
、
間
借
り
が
四
百

　
・
四
十
六
世
帯
、
寄
宿
舎
、
下
宿
屋
が

　
二
百
一
世
帯
、
■
そ
の
他
の
住
密
が
七

　
十
四
世
帯
で
す
。
　
　
　
　
　
’

　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
借
家
、
間
借
り
の

　
　
半
数
は
狭
い
世
帯

　
　
次
に
居
住
部
分
の
状
況
は
、
一
人

　
当
り
の
畳
数
が
二
・
五
畳
以
下
の
住
－

　
宅
に
居
住
し
て
い
る
世
帯
が
、
寄
宿

　
舎
・
下
宿
屋
、
そ
の
他
の
住
宅
を
除

　
い
て
、
九
百
六
十
七
世
帯
あ
り
ま
す

　
　
総
理
府
統
計
局
の
分
類
す
る
「
狭

　
い
世
帯
」
に
属
す
る
も
の
は
、
全
世

　
、
帯
の
二
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る

　
二
千
九
百
六
十
四
世
帯
と
な
っ
て
お

　
り
、
借
家
、
間
借
り
の
半
数
は
居
住

　
部
分
の
「
狭
い
世
帯
」
と
な
っ
て
い

　
ま
す
。
こ
こ
で
も
、
寄
宿
舎
・
下
宿

：
屋
、
そ
の
他
の
住
宅
は
除
い
て
あ
り

　
ま
す
。

　
借
家
は
千
余
世
帯
増
加

　
四
十
年
の
住
宅
状
況
を
三
十
五
年
の

住
宅
調
査
と
比
較
し
ま
す
と
、
持
家
は

五
百
六
十
七
世
帯
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
比
率
は
三
十
五
年
の
六
十
六
パ
ー

セ
ン
ト
か
ら
四
十
年
は
六
十
一
パ
ー
セ

ン
ト
と
減
っ
て
「
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
借
家
が
千
八
世
帯
増
加
し
た

の
を
は
じ
め
、
給
与
住
宅
、
寄
宿
舎
・

下
宿
屋
、
そ
の
他
の
住
宅
が
二
百
七
世

帯
増
加
し
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
閲
借
り
は
百
七
十
五
世

帯
減
っ
て
治
り
、
住
宅
不
足
世
帯
を
漸

時
緩
和
す
る
方
向
に
あ
る
と
言
え
ま
し

．
よ
う
。
ヤ

本
年
度
の
住
宅
建
設
一

　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
本
年
度
の
住
宅
建
設
は
、
市
営
住
宅

が
新
悪
質
団
地
に
三
十
二
戸
、
県
営
住

宅
が
財
光
寺
に
二
十
四
戸
建
設
さ
れ
る

ほ
か
、
日
向
地
区
住
宅
生
活
協
同
組
合

が
旧
知
屋
大
曲
に
二
十
五
戸
、
財
光
寺

風

声

騨
　
．
　
　
　
　
　
　
‘

に
十
五
戸
の
分
譲
住
宅
を
建
設
す
る
予

定
で
す
。

　
県
住
宅
共
給
公
社
は
、
現
在
積
立
分

譲
住
宅
を
受
け
付
け
中
で
、
．
一
年
積
立

て
に
よ
る
住
宅
は
塩
見
川
に
二
十
二
戸

古
城
ケ
鼻
の
八
戸
分
と
な
っ
て
い
ま
す

　
こ
の
ほ
か
民
間
で
建
設
す
る
住
宅
や

’
4

幽

ひ

工
場
、
倉
庫
な
ど
の
申
請
件
数
は
、
新

築
、
増
築
、
改
築
を
合
わ
せ
て
、
r
十
月

末
日
ま
で
に
五
百
四
十
四
件
を
受
げ
付

け
て
お
り
、
本
年
度
中
に
も
か
な
り
多

く
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
狭
小
過
密
世
帯
や
老
朽
家
屋
も
漸

時
改
善
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
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本
市
の
産
業
形
態
は
昭
和
三
十
五
年
こ
ろ
か
ら
テ
．
ン
ポ
を
早
め
て
変
動
し
て
お
り

四
十
年
の
国
勢
調
査
結
果
に
よ
る
と
第
一
次
産
業
就
業
者
の
減
少
ど
第
二
次
、
第
三

次
産
業
就
業
者
の
増
加
が
特
に
目
だ
っ
て
い
ま
す
。
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本
市
の
就
業
人
口
は
、
三
十
年
の
一

万
六
千
四
百
九
十
六
人
か
ら
三
．
十
五
年
．

に
は
一
万
七
千
百
七
十
三
人
、
四
十
年

に
は
一
万
八
千
七
百
三
十
一
人
と
な
っ

て
お
り
、
近
年
中
学
・
高
校
卒
業
生
の

県
外
就
職
が
増
無
し
て
い
る
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
十
年
間
に
二
千
二
百
二
十

五
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

．
減
少
す
る
．
第
一
次
産
業

　
産
業
別
就
業
人
口
で
み
れ
ば
、
第
一

次
産
業
の
就
業
者
が
三
十
年
の
七
千
九

百
八
十
九
人
か
ら
三
十
五
年
に
は
六
千

七
百
十
四
人
、
四
十
年
に
は
五
千
三
百

五
十
八
人
と
十
年
間
に
二
千
六
百
三
十

一
人
減
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
兼
業

を
主
と
し
た
農
林
漁
業
者
が
多
く
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
第
二
次
産
業
の
就
業
者
は
、
三
十
年

の
二
千
五
百
十
人
か
ら
三
十
五
年
の
三

千
二
百
九
十
七
人
、
四
十
年
に
は
四
千

七
百
四
十
人
ど
三
十
年
の
約
二
倍
に
近

い
二
干
二
百
二
十
人
が
増
加
し
、
産
業

、

．

別
で
は
最
高
の
伸
び
を
示
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
『
「
．
　
　
響

　
第
三
次
産
業
就
業
者
は
レ
三
干
年
の

五
千
九
百
九
十
七
人
か
ら
三
十
五
年
に

七
千
二
百
六
十
二
人
、
四
十
年
に
は
八

千
六
百
三
十
三
人
前
十
年
間
に
二
千
六

百
三
十
六
人
増
加
し
て
お
り
、
第
二
次

産
業
と
と
も
に
三
十
五
年
以
降
の
増
加

が
目
だ
っ
て
い
ま
す
。

．
製
造
業
従
事
者
は

「
三
十
年
の
二
倍
へ
．

　
こ
の
産
業
別
就
業
人
口
を
さ
ら
に
細

分
し
て
職
業
別
に
、
十
年
間
に
大
き
く

変
動
し
た
お
も
な
も
の
を
み
ま
す
と
、

農
業
従
事
者
が
三
十
年
の
七
千
二
十
二

人
か
ら
四
十
年
の
四
千
三
百
十
六
人
と

三
十
年
の
一
・
三
倍
に
当
る
二
千
三
百

十
六
人
減
っ
て
い
る
の
を
は
じ
め
林

業
、
漁
業
も
二
二
二
倍
以
上
が
減
っ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
一

…
増
加
し
て
い
る
も
の
で
は
、
製
造
業

が
ト
ッ
プ
で
、
三
十
年
の
千
五
百
三
十
．

三
人
か
ら
四
十
年
は
三
千
二
十
八
人
と

三
十
年
の
約
二
倍
に
当
る
千
四
百
九
十
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火
災
予
防
運
動
始
ま
る

予
防
週
間
1
1
月
2
6
日
レ
ー
2
月
2
日

　
三
十
六
日
か
ら
火
災
予
防
運
動
が
始

ま
う
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で

も
十
分
対
策
を
ね
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
く
り
か
え
し
叫
ば
れ
て
い
て
も

あ
い
か
わ
ら
ず
火
災
は
起
こ
っ
て
い
ま

す
博
し
か
も
大
火
災
が
多
く
、
．
こ
と
に

．
最
近
の
傾
向
と
し
て
焼
死
者
が
た
く
さ

．
ん
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
家
を
焼
き
、
尊
い
人
命
を
平
な
う
…

．
悲
惨
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
火
災
の
原
因
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
．

す
が
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
発
熱
量
が
大

ぎ
く
、
経
済
的
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、

都
市
農
材
を
問
わ
ず
普
及
し
た
た
め
火

災
を
起
こ
す
率
が
近
年
急
激
に
ふ
え
て

い
ま
す
。
し
か
も
そ
の
使
い
方
を
よ
く

知
ら
ず
に
、
安
易
に
扱
っ
て
大
事
に
至

っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
』
そ
の
取
扱
い
に
は
十
分
気
を

つ
け
た
い
も
の
で
す
。
一

　
焼
死
者
を
出
し
た
火
災
の
原
因
に
寝

た
ば
こ
が
あ
り
ま
す
。
酒
に
酔
っ
て
帰

っ
て
き
て
、
い
い
気
持
ち
で
咽
服
し
て

い
る
う
ち
に
眠
っ
て
し
ま
い
、
火
事
に

な
り
、
焼
死
し
た
と
い
う
例
が
多
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

央
の
用
心
「

　
　
人
に
頼
む
な

　
　
　
　
　
ま
か
せ
る
な

て
、
覧
、
、
、
、
、
、
、
・
、
．
、
、
ミ
、
．
、
、
ミ
、
．
、
、
、
、
・
、
．
、
、
、
、
・
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
亀
、
、
、
、
、
、
．
ミ
、
．
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
。
、
、
、
、
・
、
．
、
、
、
、
、
、
ミ
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．
、
、
．
、
、
、
爾
叉
．
．
、
、
．
、
㌧
ミ
、
．
・
、
、
・
、
、
、
＼
、
・
、
、
．
丸
し
ミ
、
．
飛
．
・
、
｛
、
亀
ミ
ミ
、
ミ
・
、
ミ
、
ミ
・
ミ
「
ミ
・
、
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亀

五
人
が
増
加
し
た
の
を
は
じ
め
、
建
設

業
が
三
十
年
目
九
百
三
十
一
人
か
ら
千

六
百
八
十
人
と
三
十
年
の
一
．
・
八
倍
に

当
る
七
百
四
十
九
人
が
増
加
し
て
お
り

特
に
三
十
五
年
以
降
急
激
に
増
加
し
た

こ
と
は
、
三
十
九
年
の
新
産
業
都
市
指

定
後
、
工
場
新
設
や
建
設
工
事
が
多
く

な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
次
に
商
業
面
で
卸
売
・
小
売
業
が
三
．

十
年
中
二
千
三
百
十
一
人
か
ら
四
十
年

に
は
三
千
八
百
四
人
と
三
十
年
の
一
・

六
倍
に
当
る
千
四
百
九
十
三
人
が
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
進
出
や
都
市
計
画
事
業
の

一
部
完
成
に
よ
る
店
舗
の
改
善
や
新
設

が
お
も
な
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
金
融
保
険
不
動
産
業
の
一

・
六
倍
に
当
た
る
百
十
七
人
、
サ
ー
ビ

ス
業
が
一
・
四
倍
に
当
た
る
七
百
一
，
一
十

八
人
…
…
と
増
加
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
特
に
第
二
次
汐
第
三
次
産

業
が
三
十
五
年
以
降
急
激
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
は
、
工
業
都
市
・
商
業
都
市

へ
向
っ
て
着
実
に
発
展
し
て
い
る
姿
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

譲
な
さ
ま
と
と
も
垢
年

炉
　
　
　
郵
便
局
の
簡
易
保
陰

　
　
一
．
箇
易
保
険
は
（
ご
家
庭
の
生
活
安
定

喫解
と
将
来
の
希
望
を
か
な
え
る
た
め
に
大

．
吻
き
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
が
、
も
う
一

　
つ
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
に
大
き
な
つ

　
　
ー
ジ
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愛
寵
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．
一
渥
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Ii月の解説

．
月
、
調

　
こ
　
な
ア
　
ゴ
　
　
ぼ
キ

．
∴
盛

「
～
．
・
．
・
㌧
イ
訊

　
　
季
　
残

　
　
十
一
月
を
和
名
で
「
し
も
つ
き
」
　
」

一…

ﾆ
い
い
ま
す
。
三
儀
抄
と
い
う
本
に
｝

一
「
士
月
、
霜
し
き
り
に
ふ
る
故
際

ヴ
霜
降
月
と
い
い
、
ち
ぢ
ま
っ
て
「
し
…

…
も
つ
き
」
と
い
う
」
と
あ
り
ま
す
。

畠
　
こ
の
こ
と
ば
は
か
な
り
古
く
か
ら
㎝

∵
使
わ
れ
た
と
み
え
、
日
本
書
記
、
神
～

ヴ
武
天
皇
紀
に
も
出
て
き
ま
す
。
万
葉
・

｝
集
に
は
「
天
平
五
年
、
冬
し
も
つ
き
㍗

／
を
も
っ
て
…
…
」
「
と
あ
り
ま
す
。
　
渚

…　

ｵ
も
つ
き
は
こ
の
ほ
か
、
な
が
の
…

∴
冬
雪
待
月
、
神
帰
月
、
神
楽
月
、
仲
｛

一
三
な
ど
た
く
さ
ん
の
呼
び
名
が
あ
り
一
　

～
ま
す
。

一　

ｪ
日
は
立
冬
で
す
が
、
太
陽
の
黄
粘

げ
経
度
が
二
百
二
十
五
度
に
当
た
る
こ
∵

．｝

ﾆ
に
な
り
、
気
節
は
こ
の
日
か
3
冬
下

戸」

ﾉ
は
い
る
わ
け
で
す
。
　
　
　
　
ハ
　
ヅ

“
」
，

・
二
滋
．
浅
｝
．
7

　
　
　
　
　
．
璽

　
　
　
　
　
　
9

な
が
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ご
加
入
者

が
毎
月
郵
便
局
に
払
い
込
ま
れ
る
保
険

．
料
は
現
在
積
り
積
っ
て
一
兆
ご
千
億
円

こ
の
莫
大
な
資
金
の
中
か
ら
、
税
金
や

国
か
ら
の
補
助
金
だ
け
で
は
ま
か
え
な

い
県
や
市
町
村
の
公
共
事
業
や
公
共
施

設
の
資
金
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
日
向
市
に
も
今
ま
で
約
二
億
円

が
、
学
校
、
市
営
住
宅
の
建
設
に
、
ま

た
道
路
、
港
湾
の
整
備
な
ど
の
た
め
に

使
わ
れ
大
き
な
役
割
を
じ
て
い
ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
も
簡
易
保
険
は
ま
す
ま
す

ご
家
庭
の
生
活
安
定
と
住
み
よ
い
町
づ

く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
ゆ
く
こ
と
で
．

し
ょ
う
。

一‘@　　〆

2．公共のものを．たい‡りに．しましよう。日向市民憲章
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．
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四
倍
の
農
業
所
得
め
ぎ
し
．

　
　
　
　
　
　
1
1
基
本
計
画
案
ま
と
ま
る
臣

　
農
業
の
所
得
を
引
き
上
げ
て
、
経
営

の
安
全
を
図
る
た
め
に
、
本
市
で
は
㍗
．

都
農
町
、
東
郷
村
と
協
議
し
て
、
平

岩
、
幸
脇
、
美
々
津
地
区
と
都
農
町
、

・
東
郷
村
の
一
部
を
含
め
た
一
地
域
を

「
美
々
津
地
域
開
発
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
」

に
よ
っ
て
広
大
な
農
地
を
造
成
し
よ
う

と
す
る
計
画
が
着
実
に
進
め
ら
れ
、
す

で
に
先
日
現
地
説
明
会
を
催
し
ま
し
た

　
こ
の
事
業
は
、
国
営
で
未
開
発
の
山

林
原
野
を
農
地
化
し
て
、
そ
の
地
域
に

適
す
る
果
樹
（
み
か
ん
）
や
畜
産
、
養

蚕
の
集
団
産
地
を
造
成
し
て
、
自
立
農

家
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
す
。

　
本
市
の
開
発
予
定
地
は
、
千
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
地
区
面
積
を
六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
農
地
に
造
成
し
て
、
現
在
の
一
農
家
　
・

竜
．

当
り
○
．
・
九
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

に
、
新
し
く
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
加
え
て

現
在
の
農
業
所
得
を
四
倍
に
引
き
上
げ

よ
う
乏
す
る
も
の
で
す
、

　
事
業
実
施
の
場
合
は
、
，
国
の
指
定
を

受
け
て
か
ら
、
二
年
な
い
し
三
年
が
か
■

り
で
開
発
地
区
の
気
象
や
土
壌
な
ど
を
・

．
広
範
囲
に
わ
た
り
調
査
し
、
四
年
め
ご

ろ
か
ら
事
業
に
着
手
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
完
成
は
着
工
し
て
三
年
な
い
し

四
年
後
の
予
定
で
す
。

　
農
地
造
成
費
は
、
十
暫
当
り
二
十
三

万
円
で
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
今
後

の
開
発
構
想
に
よ
り
多
少
は
異
な
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
造
成
費
の
償
還
に
つ
い
て
は
、
造
成

一
業
が
終
了
し
て
か
ら
三
年
据
え
揃
い

，

国営パイロット事乗予定1地

’

7

た
後
、
四
年
め
か
ら
十
ご
年
が
か
ヶ
で

国
に
納
め
る
仕
組
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
こ
の
事
業
は
国
営
の
た
め

事
業
費
の
ゼ
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
国
が

助
成
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
今
後
当
地
区
拡
、
新
産
業
都
市
周
辺

の
農
業
地
区
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

噂

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
将
来

自
立
農
家
を
志
す
方
の
参
加
を
特
に
お

願
．
い
し
、
同
地
区
内
の
農
地
解
放
に
つ

い
て
は
特
に
ご
配
慮
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
詳
．
細
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
別

に
説
明
会
を
催
し
ま
す
。

　
境
界
ぐ
い
を
早
め
に

　
財
光
寺
地
区
の
土
地
所
有
者

　
十
一
月
二
十
日
か
ら
財
光
寺
の
山
下

往
遺
、
．
比
良
、
松
原
、
切
島
の
各
地
区

で
地
籍
調
査
の
細
部
測
量
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
地
区
に
土
地
を
所
有
し
て
い
．

る
方
で
、
ま
だ
境
界
ぐ
い
を
打
っ
て
い

な
い
方
は
、
早
め
に
打
っ
て
く
だ
さ

’

気

・
月
0
納
続

1

、♂騨畢警奪饗ヅ摩㍗畢㌃．『樫『’ど
．∫．’． R一 L報ひゆうが

踏切りでは

じゅうぶんの注意を！

毎月20日は踏切事故防止デー

、

「

　・・1卿踏切を渡るときは必ず、いったん止まって、左

．右をよく見て、安全を確か珍ること一一だれもが知っ

ていることです。にもかかわらず踏切事故は年を追っ

・て増しています。踏切事故の悲惨さはあなたもご存知

の乙とでしょう。踏切りでは必ずいったん止まって、

左右をよく見て、安全を確かめて、渡りましよう。

　機関士渾事故を発見して疑危ないぜと非常ブレーキ

をかけて汽車が止まるまでの距離は、普通列車で約
i蜘メートル、特急は約田0メートルもありますから、

もし、踏切内で臼動車などが故障した場合、列車を止

めなければ、．事故が起こると思われるときはすぐに肇

煙筒をたいて、列車のくる方向に走ってください。

　列車のくる方向がわからないときは踏切内、．線路内

に尭煙筒を置いて見通しの悪い方向に走って行き、帽

子などを振り、近くの人に助けを頼むことです。

　なお、踏切のあるところの最も近い家に発煙筒を備
’えつけてあります。　（写真は踏切事故防止訓練）．

国
民
健
．
康
保
険
税
引
七
期
分

．
水
利
地
益
税
第
二
期
分

　
納
期
は
十
一
月
三
十
日
で
す
。

　
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

、．

¥
告
所
得
税

　
　
　
第
二
期
分
の
納
期
は

　
十
一
，
月
三
十
日
で
す
、
そ
ろ
っ
て
完

納
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
振
替
納
税
を
依
頼
さ
れ
た
方

の
納
付
書
は
、
十
一
月
千
日
ま
で
に
、

ご
指
定
の
金
融
機
関
に
直
接
送
付
い
た

し
ま
し
た
。
．
ま
だ
振
替
納
税
制
度
を
ご

利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
為
便
利
な
振

替
納
税
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
り　

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
ま
た
は
金

融
機
関
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

い
。
．
境
界
ぐ
い
が
打
っ
て
な
い
と
、
そ

の
部
分
に
つ
い
て
は
「
筆
界
未
定
」
と

い
っ
て
調
査
測
量
後
は
、
台
帳
図
面
が

隣
接
地
と
共
有
と
な
り
｛
自
分
の
ゼ
地

で．

｠
っ
て
も
そ
の
土
地
の
自
由
の
範
囲

が
せ
ば
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
期
間
内
（
1
1
月
1
5
日
ま
で
）
に
打

ち
終
っ
て
く
だ
さ
い
．
。

　
な
お
、
測
量
は
三
個
口
で
行
な
い
ま

す
の
で
」
十
二
月
末
日
ま
で
に
は
終
了

の
予
定
で
す
。

客
蹄
婁
食

　
　
姦

．丁

ｼ
、
・
柔

　
　
「
　
う
ち
に

、
暴
・

　
・
　
　
が
窃
5

国
国

　
　
　
　
　
　
髪
〃
…
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．
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3♂教養老高め・湿ろく人賦を育てましょう。日向市民憲章
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甲

㍉綱年9副肝甲種郵便物認可・騨
　
1
1
月
頃
こ
よ
み

10

冝
@
木
　
こ
牛
市
品
評
会

12

冝
@
土
　
立
磐
神
社
ま
つ
り
〆
（
1
3
日

　
　
　
　
ま
で
）
　
短
歌
大
会

15

冝
@
日
　
剣
道
・
軟
式
野
球
大
会

15

冝
@
火
　
日
向
市
明
る
く
正
し
い
選

　
　
　
　
挙
推
進
協
議
会
．

16

冝
@
水
　
児
童
巡
画
相
談
日

18

冝
D
金
　
移
動
消
防
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
痔

20

冝
@
日
・
「
家
庭
の
日
」

　
　
　
　
日
本
舞
踊
・
バ
レ
ー
・
そ

　
　
　
　
う
曲
大
会

差
日
　
火
　
第
二
回
優
良
従
業
員
表
彰

　
　
　
　
式
及
び
新
卒
就
職
者
激
励

　
　
　
　
大
会

箔
日
水
「
勤
労
感
謝
分
日
」
・

　
　
　
　
こ
牛
せ
り
市
　
図
日
ま
で

ゐ
日
　
金
　
農
業
委
員
会
．

％
日
　
土
　
火
災
予
防
週
間
始
ま
る
　
．

27

冝
@
日
　
第
二
回
市
内
少
年
ゾ
フ
ト

　
　
　
　
ボ
ー
ル
大
会
．
（
富
小
ヴ
）

50

﨎
�
闃
厲
崧

人口（11月1日現在）

男　　　21．356人、

　’（酪月よ：り44人の増）

女　　　23、258人

　　（前月より22人の増）

計　　44．614人

　．（前月まり66人の増）

．僅帯数・11．036世帯

　　　　（を7世帯の増）
．
　
」

窪
社
会
を
照
ら
す
小
さ
な
普
行

．
》

「
良
き
市
民
F
を
表
彰

，
日
向
月
．
ー
タ
リ
！
ク
ラ
ブ
で
は
、
次

の
要
領
で
毎
月
一
人
か
ら
二
人
を
「
良

き
市
民
」
．
と
し
て
表
彰
す
る
こ
と
に
な

サ
ま
．
し
た
。
心
当
り
の
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
隅
一
の
目
的
．
社
会
の
片
す
み
で

ひ
そ
か
に
行
な
わ
れ
て
い
る
「
小
さ
な

善
行
」
の
芽
を
見
い
だ
し
、
そ
の
行
為

を
た
た
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
く
、

住
み
よ
い
社
会
の
建
設
に
奉
仕
す
る
．

二
、
表
彰
を
．
受
け
る
人
　
市
内
に
居
住

す
る
人
で
、
そ
の
行
為
が
善
意
に
満

．
棊
社
会
を
梱
る
も
す
る
よ
う
な
「
小

さ
な
善
行
」
で
、
良
き
市
民
と
し
て
表

彰
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人

三
、
．
表
彰
　
表
彰
を
受
け
る
人
は
、
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
例
会
に
お
い
て
そ

の
善
行
を
た
た
え
ら
れ
、
　
「
ひ
ま
わ
り

賞
」
と
し
て
記
，
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

四
、
・
連
動
先
．
日
向
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
社
会
奉
仕
委
員
長
　
阿
部
浅
吉
（
宮

崎
銀
行
日
向
支
店
電
話
二
一
二
一
～

一
＝
二
四
）
．

　
　
　
へ

　
　
　
4

　

児
ま
ひ
予
防
の
允
め

　
　
　
　
　
生
り
ク
チ
ン
を
投
与
し
ま
し
ょ
う

　
小
児
ま
ひ
予
防
の
た
め
、
生
ワ
ク
チ

ン
投
与
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
該
当
者
は
も
よ
り
の
場
所
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

e
該
与
者
　
　
　
　
．

　
昭
和
四
十
年
五
月
一
日
か
ら
昭
和
四

十
一
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
乳
幼
児
。
　
’
　
　
　
　
　
　
一

口
」
料
・
　
金
　
　
六
十
円

　
た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
や
税
金
．
の

か
か
ら
な
い
世
帯
、
ま
た
は
保
護
者
の
、

市
民
税
が
四
百
円
以
内
の
場
合
は
無
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
納
付
書
か
、
そ
の
」

証
明
と
な
る
も
の
を
持
参
し
て
ぐ
だ
さ

い
。

⇔
　
日
時
・
場
所
　
　
、

三
股
病
院

　
十
一
月
十
六
日
（
八
時
～
九
時
）

渡
辺
病
院

．
十
一
月
十
六
日
（
十
四
時
～
十
五
時
）

比
良
公
民
館

　
十
一
月
十
七
a
（
十
四
時
～
十
五
時
）

江
良
公
民
館

　
十
一
月
十
八
日
（
十
三
時
～
十
四
時
）

細
島
小
学
校
．

　
十
一
月
十
八
日
（
十
五
時
～
十
六
時
V

幸
福
神
社
横
（
元
市
役
所
跡
）

　
十
一
月
二
十
二
日
（
十
三
時
～
十
五

　
時
）

　
お
ふ
ろ
．
の
経
済
的
な

　
わ
か
し
方

　
こ
れ
か
ら
は
お
ふ
ろ
の
わ
き
が
お
そ

ノ
＼
さ
め
や
す
い
季
節
で
す
。

　
水
面
に
ビ
ニ
ー
ル
を
う
か
し
て
わ
か

す
と
燃
料
で
約
一
割
節
約
で
き
、
時
間

で
約
十
分
早
い
。
ま
た
お
湯
の
さ
め
方

も
ず
っ
と
違
い
ま
す
。

　∠．y
イ　顎

π

執

、，

`

●

’

‘
．
い

ρ

、

　
．
．

　第琴回日向市総合交化祭始まる

　第2恒1日向市総合文化祭は11月5日、6日を中心に今月末ま

で行なわれます。今回は侶部門が参加して、文化部門は市役

所周辺髪主会場に体育部門は富島中・日知屋小で、盛大に行

なわれています。・写真は書道展（上）’とバレーボール大会
謄

’

」

　．岩β三蔵が完成
嵩癖育藤朋12日に入所式賄なし・ました。この保育

所這麹向市社会福祉協議会が、落し玉つき年賀ハガキの還元

金壷華岩自治会、平岩区民の寄付金と市の現物支給によって

建設されたもめで、定員ω名ですρ写真は岩脇保育所入所式

4．積極三三《臆気をもって鰯きましょう。日向市民憲章
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